
第１２５１回例会 ２０１１年９月２２日(木)(晴)

司 会 瀬戸 誠副幹事

点 鐘 神崎達朗会長

合 唱 ｢手に手つないで｣(北村まり子さん)

ビジター紹介 後藤定毅君(大和中) 久保谷 勤君(秦野)相

原 学様(オブザーバー)

○ ガバナー事務所より

① 第２回アクターズミーティングご出席のお願い

日時 ９／２４(土) １３：００～ 登録開始

場所 横須賀市立総合福祉会館

登録料 1,000円

② 地区大会における新世代の交流会への出席のお願い

○ ９／１７(土)、青少年交換の解団式に出席して参りま

した。当クラブより和田雄将君(カナダ留学)も帰国し、

７名の留学生が体験談を発表しましたが、１５～１７

歳の高校生が親元を離れ、色々な体験をしてきた事、

皆、ひとまわり大きくなり、頼もしくなって帰ってき

たようです。青少年委員会の一年の活動(交換学生の募

集～送り出し～迎え等)の多さと大変さに頭が下がり、

意義のある事業と感じました。

○ 北村俊和さんが本日より出席されました。犬と水無川

を散歩中、酒井さんにお会いしました。富士見橋～桜

橋までを歩きで往復しているとのこと。健康のためだ

そうです。皆様もお身体には充分気をつけてください。

[週報受理] 大磯

[受付文書]

○ 国際ロータリー日本事務局経理室より １０月のレー

トのお知らせ １ドル＝７８円

[本日の配布物] ロータリー米山記念奨学豆辞典

○ 後藤定毅君(大和中) ｢前年度は大変お世話になりま

した。皆さんのご支援のお陰で任務を果たすことが出

来ました。本日は宜しくお願い致します｣

○ 久保谷 勤君(秦野) ｢本日はお世話になります｣

○ 相原 学様 ｢本日はロータリークラブの入会を前提

とした見学に参りました｣

○ 神崎達朗君 ｢後藤パストガバナー、お待ちしていまし

た。卓話、よろしくお願いします。相原さん、名水へ

ようこそ。席を作って待っています｣

○ 小清水正義君 ｢後藤パストガバナー、ようこそおいで

下さいました。本日の卓話、宜しくお願いします｣

○ 諸星常平君 ｢後藤直前ガバナーようこそ！卓話を楽

しみにしています｣

○ 桐山晃忠君 ｢台風一過、すがすがしい日ですが、昨日

は命拾いをしました。東名走行中、前のトラックが強

風でひっくり返りそうになり、２度に渡り回避して助

かりました｣

○ 原 郁夫君 ｢後藤ＰＧ、本日はご苦労様です。相原さ

ん、ようこそ｣

○ 今井茂文君 ｢台風一過、素晴らしい秋空です。台風の

被害はどうでした？本日は後藤ＰＧにはありがとうご

ざいます。卓話楽しみです｣
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○ 大屋富茂君 ｢台風一過、後藤ＰＧにはお忙しい中、あ

りがとうございます。すがすがしい卓話を楽しみにし

ております｣

○ 酒井健一君 ｢後藤ＰＧ、地区ではお世話になりまし

た｣

○ 高橋幸雄君 ｢後藤直前ガバナー、ようこそおいで下さ

いました。本日の卓話を楽しみにしていました。どう

ぞよろしくお願い致します｣

○ 河野治男君 ｢後藤パストガバナー、宜しくお願い致し

ます｣

○ 山口光弘君 ｢後藤定毅パストガバナー、本日は宜しく

お願いします｣

○ 古谷スミ子さん ｢後藤パストガバナーの卓話を楽し

みにしております｣

○ 柳川清紀君 ｢今井さんに“運び屋”をさせてしまいま

した。今井さん、申し訳ありませんでした｣

○ 瀬戸 誠君 ｢入院してしまいました。完治しました。

スマイルします｣

○ 諸星道治君 ｢スマイルします｣

○ 前 肇君 ｢スマイルします｣

○ 北村俊和君 ｢お見舞いいただきありがとうございま

した。まだ、リハビリ中ですが、スマイルします｣

合計43,000円

「ガバナーの任務を終えて」

後藤定毅パストガバナー

前年度はクラブの皆様にご支援をいただきありがとう

ございました。特に地区チームの一員として、地区インタ

ーアクト委員会では原委員長と酒井委員に、それに今井地

区職業奉仕委員には、委員会の会議などにほとんど皆出席

で活躍頂きましたこと、感謝と御礼を申しあげます。また

クラブでは高橋会長、古谷幹事には、クラブをまとめロー

タリー財団や米山奨学会への拠金について地区目標を達

成頂き、クラブ運営に大変尽力頂いたことも記憶に新しく、

重ねて感謝を申しあげます。

本日は昨年のクラブへのガバナー公式訪問に続いて二

度目の訪問ですが、前年度震災の影響で同時開催されたＰ

ETS、地区協議会の会場で当時の神埼会長エレクトにクラ

ブに来て話をとのことで、お言葉に甘えて伺いました。ガ

バナーの責務を終えて気持ちだけは清々しいのですが、大

した話も出来ないと思っています。

仲田ガバナー年度に地区ではガバナーエレクト移籍問

題が発生し、私どもの第6グループに移籍されましたので、

グループが大変な騒ぎになり、その一つの例として、ガバ

ナー補佐をどなたも受けられないことになりました。私ど

ものクラブは当時ある程度の歴史がありながら、先輩の分

区代理やガバナー補佐が退会されたり死去されたりして

誰もいないということで、私が引き受ける羽目になりまし

た。しかしそのガバナー年度は大変厳しく、難しい年度で

一時は職務の辞任やクラブの退会を決意するほど悩んだ

ことが思い出されます。しかし地区のことは地区のこと、

「自分たちグループの各クラブが楽しく有意義に」の方針

を会長幹事にお願いして、みなさんの理解を得て地区大会

や地区協議会のホスト役も成功裡に過ごすことが出来ま

した。その１年後今度は思いもしないガバナー指名の話が

きて、私は悩みに悩む運命となりました。それはガバナー

補佐要請依頼の時にも思っていたのですが、私には地区の

委員会の大きな実績がなく、「箱入り娘」ならず、「箱入り

親父」そのものの心境で、ガバナー就任など考えも出来な

い問題でありました。したがって何度もクラブの推薦を辞

退したのですが、いろんな方面から要請を受けたために、

受けるか今度こそ退会するかの二者択一の答えが迫られ

る中、清水の舞台から飛び降りる気持ちでお引き受けして

就任することになりました。

エレクト時代にRI によってガバナーに就任する人たち

の「国際協議会」という研修（GETS）があるのですが，

これは大変厳しいものでした。ガバナーエレクトは日本で

は 34 人いますが、それぞれ知事・市長経験者や弁護士・

公認会計士・大学教授の先生方、そして僧職の方、また大

企業、中小企業の方々、まさに多様性異質性の人たちの集

まりであるロータリーそのもので、さらに世界では 531

人のガバナーがいて言語、肌色、ロータリーの考えは様々

であり、一週間のうち5日間を同じ釜の飯を食べるような

関係で、一緒に過ごしたわけで、厳しい内容の研修会でし

たが、素晴らしい体験で世界中に友達ができたようで大変

勉強になりました。余談ですが、この国際協議会のガバナ

ーエレクトへのRI の旅費支給ですが、みなさんはガバナ

ーには RI からファーストクラスかビジネスクラスの旅費

が支給されると思う方が多いかと思いますが、日本からア

メリカ・サンディエゴまで、77,000 円で、日本航空で行

くと270,000円くらいでしたから、大変な赤字です。これ

をもっても RI の財政は、大変厳しいものであることがお

わかりと思います。

また、エレクト時代の時に地区のガバナー補佐、委員長、

委員の選任をしたわけですが、ロータリーはクラブでもそ

れぞれの会員が役目を一年ごとに交代で担うわけで、私は

地区でも多くの人に地区の仕事を経験して頂きたいとの

方針で、地区とクラブがどうしたら協調体制ができるのか

と、いろんな仕組みを考えてみました。

卓話



ガバナーの時は、先ほども言いましたように、公式訪問

で多くのクラブのみなさんに大変歓迎をいただきました

が、つらかったことは今年の夏も暑かったですが、昨年の

7月の中旬から始まった私の公式訪問も大変な暑さの中で

の訪問で、ガバナーズ・ジャケットは冬物でありまして、

テーマ・ネクタイを締めての訪問は大変つらいものでした。

今年の森ガバナーはクラブに「クールビズ」をお願いされ

ると聞いています。こちらのクラブは、夏でも「クールビ

ズ」は採用しないと独自の方針をお持ちと聞いております

が、私の経験では連日続くガバナーにはお許し頂けたらと

思います。

ガバナーはガバナー月信を会長幹事宛てに、ガバナーの

私信としてお届けする責務があるわけですが、今までの月

信表紙は、景色や行事内容で飾ることが通例でした。しか

し私はこの 100 年を超すロータリーの基礎をつくった先

輩の人たちをRI の強調月間に寄せてその月の表紙に採用

しました。その意図はみなさんに、RI がロータリーを大

きく変えようとする現在、RI の会員であるクラブに、ロ

ータリーの基本を改めて認識して頂く良い機会と考えて

行ったものでした。

改めて思うのですが、ロータリーはクラブが基本です。

活動の主体はクラブであり、クラブが活性化することが重

要です。ロータリーは、一週間に一度の例会で情報を交換

し違いを認め助け合い、自己研鑽をして、お互いの職業を

人から信頼信用されるものとすることで、結果として社会

や世界のためになる奉仕をする組織ですが、この原点がク

ラブ活性化のためには欠かしてならないものと思います。

お互いが、次の例会が待ち遠しくなるようなクラブになら

なければならないのではないでしょうか。私も森ガバナー

から地区長期計画委員長の責務を与えられていますので、

地区の透明性、一貫性を明確にし、信頼信用を確立し、ク

ラブのために少しでも尽力して行きたいと思いますので、

引き続きクラブのみなさんのお力をお貸しくださいますよ

うお願いしまして、拙い卓話を終わらせて頂きます。

■卓話後の懇親会で不明点等の質問タイムがありました■

集合写真です。

■９／２４たばこ祭オープニングパレードに参加しました■


